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１．はじめに 

 近年，台風や局所的な集中豪雨などによる出水により大

規模な水害発生のリスクが高まってきており 1)，河川の堤

防整備が進んだ今日でもなお，堤防決壊事例が見られる 2)．

万が一，堤防が決壊に至った場合においても，破堤拡大抑

制や締切等による被害軽減など，減災を図るための工法等

について技術開発に努めるべきとあるが 3)，実災害時に流

水中で荒締切工を施工した事例はほとんどなく，氾濫流量

低減効果など不明な点が多い． 

 そこで堤防決壊後の河道水位が高く，堤内側へ氾濫流出

が継続するような条件下で，既存の締切技術 4)を想定した

荒締切模型実験を行い，締切手順の相違による氾濫流量の

低減効果について整理を行った． 

 

２．実験概要 

図－1に示す千代田実験水路の縮尺 1/20 模型 5)を用いて

実験を行った．なお実物大規模の実験結果との比較も見越

して，水路諸元や水理量，時間などフルード相似とし現地

規模に換算した値を示す． 

実験ではまず図－1 に示す破堤拡幅抑制工実験 5)を行い，

破堤拡幅が停止したのち開口部へブロックを投入する荒

締切工実験を行った．  

 荒締切工法は既往技術 4)を参考に図－2 に示す 3 ケース

で行った．ケース 1 は開口部下流から，ケース 2 は開口部

上下流からブロックを投入した 5)．ケース 3 は早期に重機

が近づけないことなどを想定し，空中からヘリ等により開

口部河床全面にブロック 200 個を先行投入し，その後，ケ

ース 2 同様の手順で荒締切を行った．なおブロック投入は

既往検討を参考に 3 分に 1 投とした 6)． 

 

３．実験結果 

 荒締切実験の状況を図－3に，各観測の時系列結果を図－4に示す． 

ケース 1 は最もブロック投入ペースが遅く，累積氾濫流量は荒締切を行わなかった場合比べると 3 割程度の低減 
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図-1 水路諸元・破堤拡幅抑制までの状況（ケース 1） 

 

図-2 荒締切工法のイメージ 

 

図-3 荒締切実験の状況（ケース 3） 
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効果はあったが，80m の破堤開口部を締め切るまでに投

入したブロックは 1000 個程度，所要時間は 60 時間程度

を要しており，効率的に作業を進める工夫が必要である． 

ケース 2 はケース 1 の 4 倍のペースでブロックを投入

しており，締切に要した時間はケース 1の 1/4程度である．

累積氾濫流量は締切終了時の締切未実施時刻と比べると

3 割程度の低減効果であり，またケース 1 の締切完了時の

累積氾濫流量と比べると 8 割程度の低減効果があった． 

ケース 3 はブロック投入の最初の 200 個は開口部河床

全体に面的投入したためブロックは水面下にあり，見た

目の開口幅は変わっていないが，最終的な累積氾濫流量

の低減効果などはケース 2 と概ね同程度であった． 

図－5 にブロック投入個数と氾濫流量低減率の関係を

示す．これよりブロックの投入位置によらず投入個数に

応じて氾濫流量が低減していることがわかる．これは被

災現場の状況により，ブロックを投入可能な地点・方法

で行うことで被害軽減につながる可能性を示唆するもの

である． 

 

４．まとめ 

 破堤開口部にブロックを投入し荒締切を行うことで，

氾濫流量の低減の可能性が示され，氾濫流量の低減率

はブロック投入数に応じていることを示した． 

なお今回の知見は限られた河道条件等であるため，

今後は異なる河道特性において減災工法の適用性の検

討を行う必要がある． 
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図-4 各種観測結果 

 

図-5 ブロック投入個数と氾濫流量低減率 
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